
Ⅰ・研究の所在と目的

合計特殊出生率が１．５７になった１９８９年から少子化

問題が一般化し，国は少子化対策としての子育て支

援施策を次々に展開してきている。１９９４年「少子化

対策推進基本方針」に基づく重点施策の具体的実施

計画として策定されたエンゼルプラン，更に１９９９年

には新エンゼルプランが策定されたが，少子化はく

いとめられず，引き続き２００４年子ども子育て応援プ

ラン（少子化社会対策大綱に基づく重点施策の具体

的実施計画）が策定され，「少子化対策基本法」や

「次世代育成支援対策推進法」により，国・地方公

共団体・事業主・国民の責務について規定し，具体

的には，雇用環境の整備，保育サービス等の充実，

地域社会における子育て支援体制の整備，母子保健

医療の充実，ゆとりある教育の推進，生活環境の整

備，経済的負担の軽減，教育及び啓発などの施策の

推進を図ることが規定された。（柏女 ２００５））

２０１０年度には，「子ども・子育て新システム３法

案」が策定され，その後内閣府は，「子ども・子育

て支援法案」と「子ども・子育て支援法及び，総合

子ども園法の施行に伴う関係法律一部を改正する法

律案」を審議し，２０１４年８月２２日には，「子ども・

子育て３法」が公布された。このような国の施策も

あり，毎年低下の傾向にあったが，２０１０年から現在

まで横ばい状態が続き２０１２年には，１６年ぶりに１．４１

となってきた。（厚生労働白書 ２００１５）

一方保育の指針である「保育所保育指針」は，少

子化が社会問題化された同時期の１９９０年に，１９６５年

に制定された「保育所保育指針」は，「新保育所保

A県における子育て支援ニーズに関する調査研究（その３）
――保育士からみた子育て支援ニーズの変容について――

富田喜代子・中 岡 泰 子・小 川 佳 代・前 田 宏 治
加 藤 孝 士・高 橋 順 子・石 原 留 美・尾 崎 八 代
中 澤 京 子・三 木 章 代・吉 村 尚 美・江 口 実 希

A Study on the Needs for Supporting Child Rearing in A Prefecture（Part 3）
Changes of its Needs Viewed from Nursery School Teachers

Kiyoko TOMIDA, Yasuko NAKAOKA, Kayo OGAWA, Koji MAEDA

Takashi KATO, Junko TAKAHASHI, Rumi ISHIHARA, Yayo OZAKI

Kyoko NAKAZAWA, Fumiyo MIKI, Naomi YOSHIMURA and Miki EGUCHI

ABSTRACT

The purpose of this paper was to clarify the changes of childcare support as nursery school teachers in A
Prefecture see it. In order to achieve this purpose, the data based on interview investigations were collected
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summarized as follows :
１）There was considerable lowering of mother’s childcare power.
２）Parents without confidence for childcare increased.
３）A domestic transformation, such as nuclear families, divorce and single parents was seen. The cooperation

of grandparents decreased.
４）It was remarkable that there were no people to talk about child-rearing anxiety to.
５）The parents who looked for a friend increased their involvement in various networks.
６）The number of children decreased in areas.
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育指針」として改正され，保育所の社会的役割や保

育士の役割を拡大していった。保育士の役割は，子

どもの育ちの援助である「保育」の業務と，保護者

の子育てに対する援助である「保育指導」の２つが

規定され，「保育サービス」という文言が保育業務

の中に位置づけられた。その後，１９９９年には「新保

育所保育指針」の第１次改定があり，在籍している

保護者の子育て支援だけではなく，地域の全ての子

育て家庭の子育て支援を視野に入れた保育所運営が

ますます求められ，具体的には新築または増改築す

る保育所には「子育て支援センター」が併設された。

「子育て支援センター」は保育所に併設されている

だけではなく，駅や公民館の中，また過疎化が進む

市町村では，統廃合されて空き屋になった幼稚園や

保育園が「子育て支援センター」として機能してい

るところもある。

しかし今回は保育所に併設されている「地域子育

て支援センター」で２０１２年１１月～２０１３年１月に A

県１７カ所の地域子育て支援センターに通っている子

どもの親６３０名を対象に調査したデーターと，その

支援センターで働いている保育士へのインタビュー

を基にして，子育てニーズの変容を考察し，今後の

課題を明らかにすることをこの研究の目的とする。

Ⅱ・方 法

１）調査の手続き

２０１２年１１月～２０１３年１月～２０１３年３月 に A県 内

８ケ所の地域子育て支援センターに勤務している保

育士８名を対象にインタビュー調査を実施した。

８ヶ所のうち２ヶ所の子育て支援センターは支援セ

ンター担当保育士２名がそれぞれインタビューに答

えてくれた。尚地域子育て支援センターの選定は，

同時期にアンケート調査を依頼した子育て支援セン

ターの保育士を対象とした。

インタビューは，あらかじめ簡単な質問項目を用

意し，それらをおおまかな目安として，協力者に自

由に語ってもらう，半構造化インタビューの形を

とった。原則として協力者と１対１でおよそ６０分～

９０分にわたってお話をうかがった。尚本研究に当た

り，四国大学倫理委員会の承認を得た。インタビュー

については，該当施設の施設長に研究の目的と方法

を説明し，承諾を得たあと，保育士にも研究の目的

方法を説明し承諾を得て，インタビューを行った。

２）インタビューガイド項目

【基本的属性項目】

①あなたの年齢（出生年）や保育士の経験年

数，子育て支援センターの勤務年数，勤務

地の特色をお話し下さい。

【質問項目】

②あなたはどのような子育て支援をされてい

ますか。具体的にお話し下さい。

③保育士の立場からみた，子育て家庭の不安

や悩みは，どのようなものがありますか。

④子育てニーズの変容について，お気づきの

ことがありましたら，お話し下さい。

⑤今後どのような子育て支援が必要だと思い

ますか。具体的にお話し下さい。

⑥子育て支援として大学に求めるものは何か

ございますか。ご自由にお話し下さい。

３）インタビュー対象者の属性

子育て家庭を支援することを目的としている「子

育て支援センター」の利用者は，日替わり利用者が

多く，支援ニーズも多様で，一家庭が３ヶ所以上の

センターを重複利用していることから，継続的支援

が難しい。また，親の育児相談を担っていることも

あり，保育経験の豊かな保育士が担当している。今

回の８ヶ所１０人の平均経験年数は１８．９年である。

インタビュー対象者の年齢，保育経験年数，子育

て支援センターの経験年数を表１に示す。

４）子育て支援センター利用者の特徴

支援センター利用者は，転勤家族や育児休業中の

家庭や保育所を利用したくてもできない待機児家庭

が多く，三歳児神話に翻弄されている家庭は少ない。

今回の８ヶ所は A県の中でも，比較的住民の多い

地域であり，住民の少ない，過疎地域は含まれてい

ない。
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５）インタビュー内容の分析方法

インタビュー内容のテープおこしをする。その内

容を質問項目と子育て支援センターごとの表に写し，

その中からキーワードを抽出して要約する。その抽

出した内容からサブカテゴリーを導き出す。そして，

そのサブカテゴリーからカテゴリー別に分類し，表

に整理をして考察の資料とする。今回は質問項目①

③④⑤を分析考察する。

Ⅲ・調査結果と考察

１．保育士の立場からみた，子育て家庭の不安や悩

みについて

保育士の立場からみた，子育て家庭の不安や悩み

については，①子どもの発育や発達についての悩み

②トイレットトレーニングの時期や方法，また夜尿

や頻尿等，子どもの排泄についての悩み③離乳食の

時期や方法，好き嫌い，食事量等食事についての悩

み④言葉の後れ遅れや構音障がい吃音，親の話を聞

かないので，関わり方が分からない，どこに相談に

行ったらいいのか分からない等，発達障がいに関す

る悩み⑤断乳の時期や方法の悩み⑥子どもとの関わ

り方や遊び方が分からない悩み⑦３歳児神話に翻弄

されたり，親自身に自信がなく子を育てることの責

任の重さに辟易していたり，生活時間に余裕が持て

ず精神的に追い詰められている⑧仕事に就きたいが，

一度家庭に入ると，社会がなかなか子育て中の母親

を受け入れてくれない。企業が求める人材と自分の

希望とが合わない等，仕事をしたいがなかなかでき

ないという悩み⑨祖母が子どもに手を出すが嫁の立

場では，言えない。離婚したいと思っているが難し

い。嫁姑の問題⑩保育所の待機児童の問題⑪子育て

中の友だちが欲しいとか，子育てについての情報が

欲しいなど１１のサブカテゴリーを抽出した。また１１

のサブカテゴリーから，一つ子ども自身の問題，二

つ親自身の問題，そして環境の問題と三つのカテゴ

リーに分類することができる。（表３参照）

同時期に地域子育て支援センターの親や家庭に対

するアンケート調査を集計した結果，発育・発達に

ついての悩みが８７．１％であった（中岡 ２０１３）こと

表１ インタビュー調査の属性

Ａセンター Ｂセンター Ｃセンター Ｄセンター Ｅセンター Ｆセンター Ｇセンター Ｈセンター
公・私立の別 私立 私立 私立 私立 公立 公立 公立 公立
子育て支援センター
の設置時期 平成元．１０～ 平成８．１１～ 平成１１．４～ 平成２０．１２～ 平成１６．４～ 平成１６．４～ 平成２３．４～ 平成２４．４～

年齢 ４６歳 ５５歳 Ａさん；３０大前半
Ｂさん；３０代後半５８歳 ５５歳 Ａさん；５４歳

Ｂさん；５３歳 ４９歳 ４６歳

経
験
年
数

保育士 １９年 ３５年 Ａさん；７年
Ｂさん；１０年 ２２年 ３５年 Ａさん；３３年

Ｂさん；２８年 ２９年 ２４年

子育て支援
センター ７年 ２年 Ａさん；１年

Ｂさん；２年 ２年 Ａさん；２年
Ｂさん；２年 ２年 １年

表２ 子育て支援センター利用者の特徴

Ａセンター Ｂセンター Ｃセンター Ｄセンター Ｅセンター Ｆセンター Ｇセンター Ｈセンター

利
用
者
の
特
色

①転勤族 ・転勤族 ・転勤の方が多い ・転勤で初めて来
られた人

②外国人 ・外国人

③待機児 ・母親の仕事に行
く家庭は年々増加

・なかなか保育園
に入所できない
・就労していない
から預けられない
家庭の人

④発達が気
なる人

・発達の気になる
子どもをお持ちの
親

⑤育休中の
人

・育休中

⑥家族で子
育てをしな
いといけな
いと思って
いる人

・一定の期間まで
子育ては私の力で
という母親も多い

・子育て不安を抱
えた人
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からも，子育て中の親は，子どもの問題で悩んでい

ることが分かる。そして親の問題として，同調査の

夫婦で楽しむ時間がない６７．１％や仕事との両立

３７．４％（中岡 ２０１３）が難しいとの悩みも子育てが

楽しめない要因である。そして，アンケート調査項

目にはなかった環境の問題が，保育士の立場からみ

た親や家庭の悩みとして語られたことは，今後の地

域子育て支援センターの課題の一つが見えてきたの

ではないだろうか。

２．保育士からみた，子育てニーズの変容について

保育士からみた，子育てニーズの変容は，一つ親

自身の変容として，①親中心の子育てや人形抱きを

している親など母親の育児力の低下②子育てに自信

がない親③社会から取り残されていると感じている

親やただただ不安で子育てを楽しめない親が多く

なった。二つ家族・地域社会の変容として，④核家

族や離婚・一人親などの家庭の変容⑤祖父母の協力

の減少⑥相談者の不在⑦ネットワークで友だちを探

す親の増加⑧地域の中に子どもがいない⑨赤ちゃん

を連れて行く施設がない等家族や地域社会の変容が

子育てを難しくしてきている。そして，このような

地域子育て支援センター利用者のニーズを受けて保

育士は，公的機関への働きかけや地域社会との連携

を深めながら，保健師・看護師・民生委員・児童委

員・臨床心理士など専門職の方との連携を強め，保

表３ 保育士の立場から見た子育て家庭の不安や悩みは，どのようなものがありますか。

カテゴリー サブカテゴリー Ａセンター Ｂセンター Ｃセンター Ｄセンター Ｅセンター Ｆセンター Ｇセンター Ｈセンター

子
ど
も
の
問
題

①発達 ・成長の部分 ・発達の心配 ・夜泣きのこと ・（他の子と比べ
た）発達

・言葉，発音

②排泄 ・トイレトレーニ
ング

・トイレトレーニ
ング

・おむつが取れな
い

・トイレトレーニ
ング

③食事 ・食事面などの生
活習慣の悩み

・何かを食べてく
れないなど，食べ
ることの悩み
・好き嫌いが多い

・食 事 の こ と
（ジュースが欲し
いと言っているが
家にはない場合ど
うしたらよいか）

・離乳食の質問が
ある
・食事の面での悩
み

④障がい ・言葉の遅れ
・「ひのみね」な
ど専門関連機関と
の連携の取り方

⑤断乳 ・断乳の不安 ・お乳が切れない
・断乳ができてな
い

親
の
問
題

⑥育児方法 ・育児のエピソー
ドが話せない
・具体的な児育の
イメージがもてな
い

・子どもとのかか
わり方

⑦母親の価
値観・問題

・「お母さん，ど
うだった？」って
聞いて，「うちも
そう」と言ったら
安心する

・３歳児神話
・幸せの持ち方が，
保育園を利用して
いる母親と，全然
違う
・時間の余裕がな
い，忙しい

・保護者自身が安
定してない

・日中の大半は，
自分に責任がある
と思っている母親
・育休中の方が多
いが，自分の子育
て人とは違うと言
う。
・子育て仕事の両
立不安

・本当の支援，保
護者対応を見直さ
ないといけないこ
とが課題としてあ
る
・わがままな母親
が出てくる

⑧就労問題 ・仕事したいが
雇ってくれない
・企業が求めてい
る人材とのミス
マッチ
・仕事を辞めれな
い

・子どもを預けて
仕事に行きたいが，
難しい

環
境（
家
庭
・
施
設
・
地
域
等
）の
問
題

⑨虐待・家
庭内問題

・嫁姑問題
・離婚

⑩保育所入
所基準

・通常保育を希望
される方が大変多
い

・○○保育所に入
りたい

⑫情報交換 ・母親に「他の人
に対処法を教えて
あげて下さい」と
言って情報交換を
するようにしてい
る。
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表４ 子育てニーズの変容についてお気づきのことがあれば，お話し下さい

カテゴリー サブカテゴリー Ａセンター Ｂセンター Ｃセンター Ｄセンター Ｅセンター Ｆセンター Ｇセンター Ｈセンター

親
自
身
の
変
容

①母親の育
児力低下

・母親自身教えて
もらってきていな
い
・子どもがどうし
て泣きよるのかが
想像ができない
・子どもと一緒に
あそべない，遊び
方を知らい
・関わり方のイ
メージがわかない

①子どもをペット
のように扱ってい
る親

・何をしてくれる
のか求めてくる母
親が多い
・子どもを預けて
おしゃべりをする
母親
・赤ちゃんが乳首
離したらやめる母
親
・子どもに注意が
いかず，子どもの
顔や歯に怪我をさ
せる

・子育ての仕方が
分からないという
ことで，家庭での
しつけ等，保育園
に丸投げする母親
が多くなった
・一方で，安全面
への過剰反応をす
る母親も多い
・情報に左右され
て，どうしようか
迷っている母親が
多い
・基本的生活習慣
（食事，排泄，就
寝等）の難しさを
感じている母親が
多い

・人形抱きをする
する母親など，子
育ての知識が全く
ない母親が来てい
る
・親中心の生活を
している者もいる
・ギャルママ

・タオルやティッ
シュを持っていな
い，おやつの順番
を守れない母親な
ど，考えられない
子育ての低下がみ
られる
・朝，何食べずに
センターにくる子
ども，お菓子だけ
食べてきたという
子どもがいる
・子どもが走って
も，止められない
母親がいる
・保育士が必死で
してる時に立ち話
をしている親，
ボールプールに入
り遊んでいる親な
ど，親のマナーが
低下している，もっ
と育ってほしい
・誰かがしてくれ
るだろうというこ
とで片付けをしな
い親が増えてきた

・時代の変化の中
で，親自身が変
わってきた

②子育てに
自信がない

・子育てに関して
自信がない

・クリスマス会，
お楽しみ会などで，
母親に何かをして
もらい，母親にも
光を当てる機会を
つくり自信をもっ
てもらうような心
ろみをしている

③ただに不
安

・不安がたくさん
ある

・仕事がしたい，
社会から取り残さ
れたように感じて
いる母親がいる

・話がしたいとか，
心の悩みを持った
人が予約してくる
・私の悩みを聞い
てほしいという母
親

・家庭でしっかり
育てておかなけれ
ばいけないところ
を，どうしていい
か分からない
・子育てが楽しめ
ていない

家
族
・
地
域
社
会
の
変
容

④家庭の変
容（離婚家
庭の増加）

・DVが多くなっ
た

・核家族化した中
で，相談できる人
がない

・離婚
・生活保護，児童
扶養手当受給者

⑤祖父母の
協力の減少

・昔は祖父母のサ
ポートが多かった

・昔は祖父母など
助けてくれる人が
周りにいたが，核
家族化で助けてく
れる人が少ない

⑥祖父母の
センター利
用の増加

・祖母ががお孫さ
んを連れてケース
が増えた

⑦相談者の
不在

・子育てが初めて
で，相談する方が
いない
・手探り状態の子
育てをしている母
親が多い

・友達，祖父母が
そばにいない

・子育ての中で抱
えている不安を聞
くと，泣き出した
りする親もいる
・いっぱいいっぱ
いで子育てされて
いることを分かっ
てあげる時間・相
手が必要
・言うところがな
い，分かってもら
えるところがない
・保育士の言葉で
ホッとして帰らら
れる母親がいる

・子育ての相棒，
支えが必要
・スタッフと相談，
話がしたい母親が
多い

⑧ ネ ッ ト
ワーク・友
達探しをす
る親の増加

・近くで自分に合
うところを探して
行かれる母親多い
・何ヵ所か併用し
ながら自分の居場
所作りされている

・いろんなイベン
ト巡りのをする人，
子どもの友達を作
りたいう母親もい
る
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カテゴリー サブカテゴリー Ａセンター Ｂセンター Ｃセンター Ｄセンター Ｅセンター Ｆセンター Ｇセンター Ｈセンター
家
族
・
地
域
社
会
の
変
容

⑨地域の中
にこそもが
いない（少
子化）

・近所に子どもが
いない
・公園に行っても
誰もいない

⑩赤ちゃん
をつれてい
ける場所が
ない

・特に赤ちゃんを
連れては行くとこ
ろがない

保
育
士
の
悩
み
の
変
容

⑪公的機関
との連携

・子育て不安の母
親に対しては一時
預かりをお勧める
など，行政との連
携をしていく

・子育て支援の設
置場所，あり方な
ど，行政と離れた
ほうが自由はきく
面がある

⑫他職種と
の連携

・保育士は何か特
技を身につけるべ
きで，力量が必要

・発達の心配の人
は，先生を紹介し
ている
・母親の心の問題
はは臨床心理士な
ど専門職につなげ
ていくことが必要
・保育士の経験論
だけでなく，助産
師・看護師などを
派遣して，専門の
立場から，保育士
や母親に話をして
もらいたい

・保健センターの
発育測定時に，担
当者を行かせるな
ど連携をとってい
るが，家庭訪問が
難しい

・地域の方が来て，
一生懸命してくれ
ている。母親もで
きることはしよ
うっていう気持ち
が育ってほしい

・センターに来ら
れない方をどうす
るかが，ずっと課
題である
・通信を見てイベ
ントを巡られてる
方がいる
・横の連携が大事
である

表５ 今後どのような子育て支援が必要だと思われますか。具体的にお話しください。

カテゴリー サブカテゴリー Ａセンター Ｂセンター Ｃセンター Ｄセンター Ｅセンター Ｆセンター Ｇセンター Ｈセンター

支
援
内
容
の
改
善

①発達支援 ・成長が気になる
子どもの心配

・発達段階で重い
お子さんもいる。
気づいてない
・発達の遅れのあ
る子どもをもつ母
親はどうしたらい
いか分からない。
迷惑かけたらいけ
ないことを理由に
出てこなかったり，
時間外に来る

②支援内容
の検討

・子育てに祖父母
もかかわってもらう
・人集めのイベン
トでなく，地域に
常に近所にあるよ
うな子育て支援を
目指す
・子育て支援の究
極の目的というの
は虐待防止。拾い
出すのが課題

・センター職員の
顔とか分かってい
るから安心という
声が聞こえる
・仕事を続けたい
母親が多い
・家庭訪問

・今までは待つ支
援。今後は，支援
を届ける。出前
そこまで入ってい
く

③母親の精
神的支援

・お母さんの悩み，
気持ちにちょっと
添いながら一緒に
考えていく

・寝れてないので，
えらいんですとい
う母親
・専門職からみる
と普通のことでも
母親にとっては悩
みになっているが，
なかなか前に出て
こない
・母親に寄り添っ
て話すると，悩み
が出てくる
・しつけの面でこ
のままの状態でい
いのかなど，悶々
としたことがいっ
ぱい

・転勤族で父親の
帰りが遅く，朝か
ら夜の遅くまで
ずっと２人きり。
母親は精いっぱい
で子が泣いてノイ
ローゼ気味に，布
団を顔までかぶせ
てしまうことも。
・虐待しているの
では，隣の人に虐
待と取られてない
かとう思いを打ち
明けてくれた。
・自分を追いつめ
てしまう部分がある
・親戚がうるさく
て悩んでいる人
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育士の質の向上が求められていることを認識してい

ることがインタビュー調査により判明した。

（表４参照）

３．今後の子育て支援について

保育士の考える今後の子育て支援内容の改善とし

て，①具体的な事例を交えた発達・発育についての

カテゴリー サブカテゴリー Ａセンター Ｂセンター Ｃセンター Ｄセンター Ｅセンター Ｆセンター Ｇセンター Ｈセンター

支
援
内
容
の
改
善

④友達さが
し・ネット
ワーク作り

・居場所作りと仲
間作り
・１人ポツンとお
る人には声かけを
先輩のママさんに
任す。
・世話をしてくれ
る母親に声かをお
願いすると安心す
る。保育士がで
しゃばらず，母親
同士仲良く

・楽しくママ友が
できている
・パパ友，おばあ
ちゃんのグループ
「ババ友」ができ，
違った雰囲気に
なっている。

⑤家族関係
の変化への
対応

・離婚家庭が増え
いている
・シングルと言い
ながらもいろいろ
家庭の事情もある

⑥職員研修
の充実（多
文化対応を
含む）

・保護者の方も今
求めてくるものは
すごく多くなって
いるので，自分が
対応できるだけの
能力が育っていき
にくい

・中国の母親で，
なかなかコミュニ
ケーションができ
ないケースで，家庭
訪問をし，自分の
思いがいえるよう
に。叩いてしつけ
るというように，育
て方の違いがある。
・２人対応で支援
をしているが，数
合わせでしてる現
状がある。

・家庭訪問の研修
に参加したが，生
半可な気持ちで参
加されても困ると
いという感じだっ
た。
・行政に研修に行
きたいといったが，
対応が不親切

⑦保育所待
機児童問題
（０～１歳
児）

・特に入りにくい
０，１歳児の希望
が多い。
・育休明けで復帰
したいが満杯
・仕事をしたいが
預け先がないで決
められない，仕事
がないから，はめ
てくれないジレン
マの話が多い。

保
育
士
の
職
場
環
境
の
改
善

⑧保育士の
人的配置

・人材確保
・保育士の獲得と
いうことがすごく
難しい
・保育士不足で受
け入れができる状
況でなくなっている
・離職が早い

・保育士が足りな
い

⑨保育士の
処遇

・低賃金
・労働に見合って
ない
・民間と公立の差
を実感
・政治の力が大きい
・男性保育士の
「このお給料では
生活ができない」
という声

連
携
の
改
善

⑩他職種と
の連携

・発達の遅れの人
は保健センターと
連携しているが，
センターに出てこ
ない方をどう引っ
張りこんでくるか
が課題

・「こんにちは赤
ちゃん事業」に
くっつけて，保健
師さんと一緒に実
施
・県に情報を提供
・どこまで専門機
関につなげていく
かが課題

⑪地域との
連携

・地域の協力を
もっととっていく
・地元以外の人と
の交流
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知識の伝達や，障がいに気づいていない親への助言

と親の気持ちを支えること②イベント中心の支援か

ら日常的な生活・子育ての営みの中での支援をし，

地域支援センターでの諸行事の内容を再検討する。

また家庭訪問や出前保育の中で，虐待の早期発見を

する③母親の子育ての負担感や不安感を理解し，気

持ちに添いながら一緒に考えていく姿勢を持ち，母

親が子どもを追い詰めてしまわないように精神的支

援をする④地域子育て支援センターが，母親の友だ

ちつくりの場としての機能を持ち，親同士の子育て

ネットワーク作りを積極的に支援する⑤離婚家庭が

増えていることもあり，いろいろな家庭の事情を理

解して，ソーシャルワーカー的役割としての支援が

できるようにする⑥多文化対応や親のカウンセリン

グ的役割，ソーシャルワーカー的役割ができるよう

な研修が必要⑦保育所の待機問題，育休明け復帰の

問題を迅速に対応する等７項目の支援内容の改善が

語られた。また，地域の民生委員・児童委員・教育

機関・専門機関等との連携や，専門職との協同，地

域の住民，高齢者との交流・協力等の必要性がある

と，保育士自らが認識していることが判明した。そ

して，インタビューの中から，保育士の職場環境の

改善として，保育士の人数配置の改善や保育士の処

遇改善が急務であることを見逃してはならないと実

感した。（表５参照）

Ⅳ・まとめと今後の展望

１）保育士の立場から見た家庭の不安や悩みは，

子どもの問題と親の問題そして環境の問題が，

相互に関係し，三つの要素が絡み合っている。

２）保育士からみた，子育てニーズの変容につい

ては，社会・地域・家庭の変容が親の変容を生

み，その質的・量的な変化が保育士の対応を困

難にし，保育士の専門性の質的向上が求められ

ている。

３）地域子育て支援センターに求められている子

育て支援の課題は，地域の子育て家庭の支援

ニーズにあった支援内容の改善であり，地域住

民や関係機関との連携を深めながら，保育士の

表６ 保育士の立場から見た子育て家庭の不安や悩み

カテゴリー サブカテゴリー

子どもの問題

①発達

②排泄

③食事

④障がい

⑤断乳

親の問題

⑥育児方法

⑦母親の価値観・問題

⑧就労問題

環境（家庭・施設・
地域等）の問題

⑨虐待・家庭内問題

⑩保育所入所基準

⑪情報交換

表７ 子育てニーズの変容について

カテゴリー サブカテゴリー

親自身の変容

①母親の育児力低下

②子育てに自信がない

③ただに不安

家族・地域社会の変
容

④家庭の変容（離婚家庭の増加）

⑤祖父母の協力の減少

⑥祖父母のセンター利用の増加

⑦相談者の不在

⑧ネットワーク・友達探しをす
る親の増加

⑨地域の中に子どもがいない（少
子化）

⑩赤ちゃんをつれていける場所
がない

保育士の悩みの変容
⑪公的機関との連携

⑫他職種との連携
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職場環境を良くすることで，地域子育て支援セ

ンターの機能が充実する。

戦後１９５５～１９５７年の神武景気，１９５８～１９６１年の岩

戸景気，１９６５～１９７０年のいざなぎ景気をへて日本

は，１９８５年国内総生産である GDPが世界２位とな

り経済大国になった。そして２００５年１２５位になるま

での２０年間は，消費社会となり，新人類世代（１９６１～

１９７０年）とか，ゆとり世代（１９８６年～１９９５年）と言

われる日本人が生まれた。（近藤 １９８７）また現在

は，個人主義文化を担った人たち，さらには，IT

メデイアの影響を受けた人たちがいつのまにか身に

つけた仮想的有能感というべきものがある。他者軽

視をする行動や認知に伴って，瞬時に本人が感じる

「自分は他人に比べて偉い，有能だ」と習慣的な感

覚（速水 ２００７）を持っている若者が親になった場

合，有能だと錯覚しているので，大人と異なる，高

次元的に存在可能な別世界を持つ子どもの，さまざ

まな様相を理解しようとしない。あるがままの子ど

もを丸ごと受け入れることができるならば，子ども

は安定し，気持ちを落ち着けて大人との心の交信が

できるのであるが，そのことが難しい。そして周り

の誰か，身近にいる自分の親（祖父母）に助けを求

められない仮想的有能感を持った子育て家庭の親が

いる。このように社会や親の価値観，文化が急激に

変化する中で，依然子育ては，子どもは，太古の昔

から変わらない。発育・発達の様子や子育ての難し

さは同じである。

今後は，地域の子育て支援センターの保育士とと

もに，大学の保健師・看護師・助産師・社会学者・

特別支援教育者・心理学者・保育のスーパーバイ

ザーが連携し，子育てが楽しくなるような，支援活

動に取り組みたいと考えている。
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表８ 今後必要な子育て支援

カテゴリー サブカテゴリー

支援内容の改善

①発達支援

②支援内容の検討

③母親の精神的支援

④友達さがし・ネットワーク作り

⑤家族関係の変化への対応

⑥職員研修の充実（多文化対応
を含む）

⑦保育所待機児童問題（０～１
歳児）

保育士の職場環境の
改善

⑧保育士の人的配置

⑨保育士の処遇

連携の改善
⑩他職種との連携

⑪地域との連携
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て支援事業の効果に関する研究－母親の親性の発達に

影響する要因－」，日本小児保健研究，６９（３），４３２‐

４３７

１２）小川佳代・野口純子・竹内美由紀・榮玲子・舟越和

代・三浦浩美・植村裕子・大池明枝・松村惠子・宮本

政子，２００６「地域子育て支援研究会の活動」，香川県

立保健医療大学紀要，３，２０７‐２１３

１３）小川佳代他 ２０１３ A県における子育て支援ニー

ズに関する調査（その２）―育児ストレッサーの因子

構造―四国大学紀要・人文社会科学編 第４０

１４）齋藤啓子・三木章代・中澤京子・小川佳代・寺尾紀

子 ２０１１「離乳期の子どもの母親の乳離れに関する不

安と関連要因」四国大学紀要自然科学編，３１，３５‐４０

１５）正保正恵 ２００５「福山市における子どもに関する相

談事業の研究（４）：ふくやま子育て応援センターに

おける相談事例のカテゴリー化にみる潜在的子育て支

援ニーズ」，福山市立女子短期大学研究教育公開セン

ター年報，５，３７‐４６

１６）全国保育団体連絡会・保育研究所編 ２０１３ 保育白

書 ちいさいなかま社

１７）富田喜代子他 ２００１ 保育所の専門性 ２０～２２年科

学研究費補助基盤研究（C）研究成果報告書 P９３～
１１０

１８）村井潤一 １９８７ 子育てと教育を考える ミネルヴァ

書房

富田喜代子・中岡泰子・小川佳代・前田宏治・加藤孝士・高橋順子・石原留美・尾崎八代・中澤京子・三木章代・吉村尚美・江口実希
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抄 録

本研究の目的は，A県における保育士からみた子育て支援ニーズの変容を明らかにすることで
ある。この目的を達成するために，地域子育て支援センター８ヶ所に勤務する保育士１０名にインタ
ビュー調査を実施し，データを集めた。主な知見は次のとおりである。
１）母親の育児力低下が顕著になった。
２）子育てに自信のない親が多くなった。
３）核家族や離婚・一人親などの家庭の変容や祖父母の協力が減少している。
４）相談者の不在が顕著である。
５）ネットワークで友だちを探す親が増加している。
６）地域の中に子どもがいなくなった。

キーワード：子育て支援・保育士・子育ての悩みの変容・連携・協働
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